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日除けテントで夏を乗り切る！

ひまわり便り
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新築から10年が経ち、傷みの出ていた屋外階段の日除けテントをリニューアルしま

した！

今回は、骨組みをしっかり補強し、10年間使える丈夫な遮熱型メッシュ生地を採

用しています。強い日差しをしっかり遮りながら、雨水は下に通す優れた素材です。

これにより、プール遊びを楽しんだ子どもたちも、夏の厳しい直射日光にさらさせること

なく、涼しい日陰を通って安心・快適に室内へ入れるようになりました。

今後も子どもたちが安全に、快適に過ごせる環境づくりに努めてまいります。
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母を連れて ・ ・ ・

2026年8月1日

TEL: 052-880-8959
E-mail: t.ikeda@himawarikoubou-co.com
昭和区阿由知通4丁目23番2 ハナムラプラザ1階
代表 池田 孝生

園庭整備、遊具設置、防音対策、クロス張替え等の内装工事、塗装、家具製作 
空調・電気・ガス・水道工事、扉やドア等の建具修理、フェンス設置etc... 
お困りごとがありましたら気軽にご相談ください。 

心臓の弱い父が約２か月の入院を終え、我が家に帰ってきました。父の不在中、

一人暮らしとなった母は毎日お見舞いに通いましたが、夜の静まり返った自宅に戻

ると急に不安がもたげるようでした。

昭和を生き、父の後ろを歩んできた母。昼夜を問わず不安を打ち明けてくる母の

心を救いたくて、私は週に何度も実家へ通いました。そして、適当な食事で済ませ

てしまう母を連れ出し、深夜まで営業するファミレスや中華屋の明かりを目指したの

です。

人間は、放っておくと暗いところを見つめてしまう悪い癖があります。けれど、明るい

場所を見つめていれば自然と希望が湧いてきます。心を朗らかに保つ大切さを、母

と過ごす夜に深く実感しました。

退院から半月後、父が外食に出かけられるようになりました。足元がおぼつかない

父の手を引く母は、大切な役目を与えられた子供のように嬉しそうでした。

夫婦の絆は、お互いを支え合う日々

のなかでゆっくり育むものだと、しみじみ

感じています。

写真、⽂：孝生
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